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X線衛星ASTRO-H搭載X線CCDカメラSXI用CCD素子の開発～スク
リーニングシステムを用いたCCD性能評価
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　我々は次期X線衛星ASTRO-Hに搭載するX線CCDカメラ SXI(Soft X-ray Imager)を開発している。SXI
用 CCD素子は Pチャンネル裏面照射型で空乏層厚 200µmを持つ完全空乏化素子で、ピクセルサイズ 24µm ×

24µmで、受光面サイズ 31mm× 31mmである。SXIは望遠鏡と組み合わせる事で広視野 (38’×38’) を実現する
ため、4個の CCD素子をモザイク上に配置し、0.4-12keVのエネルギー帯域を撮像分光する。
　 2011年秋季年会で報告したように、我々は SXIエンジニアリングモデル（EM)のエレクトロニクスを用いて
(EM)CCDの動作に成功し、動作条件の最適化と性能評価を行なった。並行して、フライトモデル (FM)CCDを
スクリーニングするためのシステムを開発した。スクリーニングシステムでは、個々の CCDについて読み出し
雑音、エネルギー分解能、検出効率などの測定を機械的かつ安全に行える事が必要条件である。2011年 11月末
より FM候補 CCDの納入が始まり、スクリーニングシステムを用いた性能評価がはじまっている。
　本講演では、スクリーニングシステムの紹介と、それを用いた FM候補 CCDの性能評価の途中経過を報告す
る。宇宙環境での使用に重要な CCDの放射線損傷の評価に関してもふれる。


